
雇
用
・
資
格

1415 平成30年2月20日号 平成30年2月20日号

く
ら
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

相
談

雇
用
・
資
格

住
ま
い
・
環
境

福
祉

子
育
て

文
化
・
教
養

く
ら
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

相
談

交
通
・
消
防

住
ま
い
・
環
境

福
祉

子
育
て

文
化
・
教
養

※市内は、市外局番 0287を省略した表記にしています。

本…本庁舎（共墾社108-2）
西…西那須野庁舎（あたご町2-3）
塩…塩原庁舎（塩原1-2）

庁
舎
名

交
通
・
消
防

　
ス
ポ
ー
ツ

火災のテレフォンサービス　☎0287(22)0119

○12月の火災と救急
火　災 救　急

建物   1件 交通事故      47件

林野   0件 急病    290件

その他   1件 その他    133件

29年の累計 35件 29年の累計 4,734件

各
体
育
施
設
を

臨
時
休
館
し
ま
す

《
に
し
な
す
の
運
動
公
園 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
・
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ（
半
面
）》

▼
と
き

・
3
月
５
日
㈪
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

▼
問
い
合
わ
せ

○
に
し
な
す
の
運
動
公
園
☎（
36
）４
７
８
５

《
く
ろ
い
そ
運
動
場 

体
育
館
設
備・武
道
館
》

▼
と
き

・
3
月
2
日
㈮
午
前
8
時
30
分
～
午
後
1
時

・
3
月
13
日
㈫
午
前
8
時
30
分
～
正
午

▼
問
い
合
わ
せ

○
く
ろ
い
そ
運
動
場�

☎（
60
）１
１
１
３

上
級
救
命
講
習
会

　
那
須
地
区
消
防
本
部
で
は
、
上
級
救
命
講

習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
救
命
技
能
を
修
得
し
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
講
習
会
は
経
験
の

有
無
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
と
き

　
３
月
17
日
㈯　
午
前
9
時
～
午
後
6
時

▼
と
こ
ろ　
那
須
地
区
消
防
本
部

　
（
大
田
原
市
中
田
原
８
６
８
‐
12
）

▼�

対
象　
中
学
生
以
上
の
本
市・大
田
原
市・

那
須
町
の
住
民
、
勤
務
・
通
学
者

※
企
業
単
位
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

防
火
標
語

最
優
秀
賞
受
賞
者
が
決
定

　
西
那
須
野
地
区
の
各
小
中
学
校
か
ら
防
火

標
語
を
募
集
し
、
各
学
年
最
優
秀
賞
５
点
が

決
ま
り
ま
し
た
。
最
優
秀
作
品
を
含
む
入
選

作
品
は
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

（
3
月
1
日
～
7
日
）、
西
那
須
野
支
所
と
健

康
長
寿
セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

▼
最
優
秀
賞
受
賞
者（
敬
称
略
）

【
小
学
校
５
年
生
の
部
】

・
川
口
莉り

お穂（
西
小
）

　
「
気
を
つ
け
て 

心
の
す
き
が 

�

火
事
の
も
と
」

【
小
学
校
６
年
生
の
部
】

・
上
澤
佑ゆ

な奈（
南
小
）

　
「
し
あ
わ
せ
と 

未
来
を
守
る 

防
火
の
輪
」

【
中
学
校
１
年
生
の
部
】

・
林
彩あ
や
り莉（

西
那
須
野
中
）

　
「
火
の
確
認 

出
か
け
る
前
の 

習
慣
に
」

【
中
学
校
２
年
生
の
部
】

・
和
氣
滉こ
う
き樹（
三
島
中
）

　
「
あ
と
で
よ
り 

今
取
り
除
く 

火
災
の
芽
」

【
中
学
校
３
年
生
の
部
】

・
井
出
汐し
お
ん音（

三
島
中
）

　
「
消
し
た
か
な 

不
安
に
な
っ
た
ら 

�

も
う
一
度
」

▼
問
い
合
わ
せ

○�

西
那
須
野
防
火
管
理
協
会(

那
須
地
区
消

防
組
合
西
那
須
野
消
防
署
内)
�

☎（
36
）２
３
０
０

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

　
ド
ッ
ヂ
ビ
ー（
フ
リ
ス
ビ
ー
）を
投
げ
て
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
！

▼
と
き　
3
月
17
日
㈯　
午
後
1
時
～
5
時

▼
と
こ
ろ　
に
し
な
す
の
運
動
公
園
体
育
館

▼
参
加
費　
２
０
０
円（
保
険
料
込
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○�

那
須
塩
原
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会

（
河
内
）�

☎・FAX（
36
）６
１
３
１

�

☎
０
９
０（
４
７
１
２
）８
５
３
９

�
nasudiscgolf2000@

yahoo.co.jp

1月15日～2月5日測定分

※単位は全てマイクロシーベルト／時。

場所 放射線量

那須塩原市役所 0.078～0.087

ハロープラザ
（箒根出張所） 0.051～0.069

▶問い合わせ　本環境対策課　☎（62）7141

○空間放射線量
　モニタリングポスト測定結果 発生件数 死亡者 負傷者

12月中 18件（ －5 ） 1人（＋1） 20人（ －5 ）

うち高齢者 9件（ ＋3 ） 1人（＋1） 6人（ ＋3 ）

29年累計 265件（－51） 4人（－2） 350人（－59）

うち高齢者 100件（－13） 4人（－1） 50人（－18）

（　）は前年同月との比較です。

○12月の交通事故発生状況（人身事故）

▶問い合わせ　本生活課 　☎（62）7127

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
を

は
じ
め
ま
す

　
消
防
団
員
は
年
々
減
少
し
、
ま
た
、
消
防

団
員
の
被
雇
用
者
割
合
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
消
防
団
員
を
確
保
し
、
地
域
防
災
力
を

強
化
す
る
に
は
、
事
業
所
の
消
防
団
活
動
に

対
す
る
理
解
や
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
制
度
は
、
市
消
防
団
の
活
動
に
協
力

的
な
事
業
所
を
協
力
事
業
所
と
し
て
認
定

し
、
表
示
証
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。
事
業

所
に
と
っ
て
は
、
消
防
団
へ
の
協
力
が
社
会

貢
献
と
し
て
認
め
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
消
防
団
に
と
っ
て
は
、
消
防
団
活
動
に

参
加
し
や
す
い
環
境
作
り
や
団
員
の
増
加
と

い
っ
た
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

企
業
や
事
業
所
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼�

認
定
の
要
件（
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
）

・�

従
業
員
の
う
ち
２
人
以
上
が
市
消
防
団
に

入
団
し
、
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
積
極

的
に
配
慮
し
て
い
る

・�

災
害
時
に
事
業
所
の
資
機
材
を
市
消
防
団

に
提
供
す
る
な
ど
の
協
力
を
し
て
い
る

・
そ
の
他
、
市
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
こ

　
と
に
よ
り
地
域
の
消
防
防
災
体
制
の
充
実

　
強
化
に
寄
与
し
て
い
る
な
ど
、
市
長
が
特

　
に
優
良
と
認
め
る
こ
と

▼
認
定
の
手
続
き

・�

認
定
を
希
望
す
る
事
業
所
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

・�

審
査
の
結
果
、
認
定
さ
れ
た
事
業
所
な
ど

に
は
表
示
証
を
交
付
し
ま
す

・�

交
付
さ
れ
た
認
定
証
は
、
事
業
所
内
に
表

示
す
る
ほ
か
、
事
業
所
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
表
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

・�

認
定
期
間
は
２
年
で
す
。
２
年
ご
と
に
更

新
の
確
認
が
あ
り
ま
す

▼�

申
込
開
始
日　
３
月
１
日
㈭

▼�

申
し
込
み　
本
総
務
課
、西
総
務
税
務
課
、

塩
総
務
福
祉
課

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
総
務
課�

☎（
62
）７
１
５
０

　
市
内
板
室
街
道
に
お
い
て
、
夜
間
に
高
齢

歩
行
者
が
車
に
は
ね
ら
れ
る
死
亡
事
故
が
平

成
27
年
か
ら
3
年
連
続
で
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
悲
惨
な
交
通
死
亡
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
普

段
か
ら
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
歩
行
者
〉

　

�

反
射
材
や
ラ
イ
ト
な
ど
で
、
自
分
の
存

在
を
運
転
手
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う

（
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
外
出
す
る
際
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
）

〈
運
転
手
〉

　

�

前
照
灯
を
早
め
に
点
灯
し
、
夜
間
の
走
行

中
は
市
街
地
や
対
向
車
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
上
向
き
走
行
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
生
活
課�

☎（
62
）７
１
２
７

夜
間
の
交
通
死
亡
事
故
が

増
え
て
い
ま
す

　
交
通
・
消
防

３
月
１
日
～
７
日
は
春
季

全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す

『
火
の
用
心　
こ
と
ば
を
形
に　
習
慣
に
』

�

（
平
成
29
年
度  

全
国
統
一
防
火
標
語
）

　
３
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
は
火
災
予
防
運

動
実
施
期
間
で
す
。
火
事
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

《
出
火
を
防
ぐ
３
つ
の
習
慣
》

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る

○�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す

《
命
を
守
る
４
つ
の
対
策
》

○�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る

○�

寝
具
・
衣
類
・
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
出
火
・

延
焼
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

○�

万
が
一
の
火
災
の
際
、
火
を
小
さ
い
う
ち

に
消
す
た
め
、
消
火
用
具
を
準
備
し
て
お

く
○�

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

《
予
防
期
間
中
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
》

　

�

期
間
中
は
、
塩
原
地
区
で
午
前
７
時
と
午

後
６
時
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

○
那
須
地
区
消
防
本
部
予
防
課

�

☎
０
２
８
７（
28
）５
１
０
３

▼�

内
容　
心
肺
蘇
生
法（
成
人
・
小
児
・
幼

児
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
大
出
血
時

の
止
血
法
、副
子
固
定
や
熱
傷
の
手
当
て
、

傷
病
者
管
理
法
、
搬
送
法
な
ど

※
実
技
・
筆
記
試
験
あ
り
。

▼
受
講
料　
無
料

▼
定
員　
40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼�

申
込
期
間　
３
月
５
日
㈪
～
９
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
那
須
地
区
消
防
本
部
警
防
課

�

☎
０
２
８
７（
28
）５
１
０
２




